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Examination of the prefrontal cortex hemodynamic responses 






Examination of the prefrontal cortex hemodynamic responses to the fist-edge-palm task in 

















光法（fNIRS）用いて FEP 課題未経験の被験者の前頭前野の脳血行動態を計測し、FEP 課題
中の前頭前野の脳血行動態と前頭前野機能との関係を解析した。 
【方法】 
 FEP 課題未経験の健常被験者 19 名(23.0±0.3 歳)を用いた。まず日本語版オックスフォー
ド統合失調型パーソナリティ尺度による質問紙検査（STA 検査）およびコンピュータ版ウ















果、FEP 課題では第 1 試行で脳活動が増加したが、第 2 および 3 試行では反応が大幅に減
少した。一方、PT 課題では、3 試行にわたって有意な反応が認められなかた。FEP 課題遂
行中の遂行エラー数も、第 1試行で最も多く、第 2および 3試行で有意に減少した。 
 ついで前頭前野の脳活動および行動心理学的データ間の関係を解析した。まず FEP 課題
の第 1-2試行間におけるそれぞれ脳活動とエラー数の変化量の関係を解析した結果、両者間
に有意な正相関が認められた。この結果は、前頭前野の活動変化量が大きい被験者では、遂
行エラー数の減少が大きいことを示している。第 2 に、WCST における Milner 型保続性エ
ラー数と FEP課題の第 1-2試行間における脳活動の変化量間に有意な負相関が認められた。
この結果は、FEP 課題における前頭前野の脳活動変化量が大きい被験者では WCST におけ
る保続性エラー数が少ないことを示している。第 3に、FEP 課題の第 1-2試行間における遂
行エラー数の変化量は、WCST における Milner 型保続性エラー数および統合失調型心理特

















以上の結果は、FEP 課題および fNIRS を組み合わせた検査が、前頭前野機能の障害を伴う
さまざまな障害の診断法として有用であることを示唆する。 


